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令和６年第３回片品村議会定例会会議録第１号 
 
議事日程 第１号 

    令和６年９月５日（木曜日）午前１０時００分開議 
 
日程第 １ 会議録署名議員の指名 
日程第 ２ 会期の決定 
日程第 ３ 議員派遣 
日程第 ４ 議案第４１号 花の駅片品の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条 
             例について 
日程第 ５ 議案第４２号 片品村営スノーパル・オグナほたか施設利用料徴収条例の一 
             部を改正する条例について 
日程第 ６ 認定第 １号 令和５年度片品村一般会計歳入歳出決算の認定について 
日程第 ７ 認定第 ２号 令和５年度片品村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
             について 
日程第 ８ 認定第 ３号 令和５年度片品村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
             について 
日程第 ９ 認定第 ４号 令和５年度片品村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 
             いて 
日程第１０ 認定第 ５号 令和５年度片品村下水道事業等特別会計歳入歳出決算の認定 
             について 
日程第１１ 認定第 ６号 令和５年度片品村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認 
             定について 
日程第１２ 報告第 ７号 専決処分の報告について 
日程第１３ 報告第 ８号 財政の健全化判断比率等について 
日程第１４ 報告第 ９号 片品村振興公社株式会社の経営状況の報告について 
日程第１５ 議案第４３号 令和６年度片品村一般会計補正予算（第２号）について 
日程第１６ 議案第４４号 令和６年度片品村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
             について 
日程第１７ 議案第４５号 令和６年度片品村介護保険特別会計補正予算（第１号）につ 
             いて 
日程第１８ 議案第４６号 令和６年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
             について 
日程第１９ 議案第４７号 令和６年度片品村下水道事業会計補正予算（第１号）につい 
             て 
 

─────────────────────────────────── 
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本日の会議に付した事件 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 
日程第 ２ 会期の決定 
日程第 ３ 議員派遣 
日程第 ４ 議案第４１号 花の駅片品の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条 
             例について 
日程第 ５ 議案第４２号 片品村営スノーパル・オグナほたか施設利用料徴収条例の一 
             部を改正する条例について 
日程第 ６ 認定第 １号 令和５年度片品村一般会計歳入歳出決算の認定について 
日程第 ７ 認定第 ２号 令和５年度片品村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
             について 
日程第 ８ 認定第 ３号 令和５年度片品村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
             について 
日程第 ９ 認定第 ４号 令和５年度片品村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 
             いて 
日程第１０ 認定第 ５号 令和５年度片品村下水道事業等特別会計歳入歳出決算の認定 
             について 
日程第１１ 認定第 ６号 令和５年度片品村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認 
             定について 
日程第１２ 報告第 ７号 専決処分の報告について 
日程第１３ 報告第 ８号 財政の健全化判断比率等について 
日程第１４ 報告第 ９号 片品村振興公社株式会社の経営状況の報告について 
日程第１５ 議案第４３号 令和６年度片品村一般会計補正予算（第２号）について 
日程第１６ 議案第４４号 令和６年度片品村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
             について 
日程第１７ 議案第４５号 令和６年度片品村介護保険特別会計補正予算（第１号）につ 
             いて 
日程第１８ 議案第４６号 令和６年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
             について 
日程第１９ 議案第４７号 令和６年度片品村下水道事業会計補正予算（第１号）につい 
             て 
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  会議録１号用紙 
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令 和 ６ 年 ９ 月 ５ 日 
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第 ５ 番    狩 野 孝 夫      （ 出 席 ） 

第 ６ 番    北 澤 佳 子      （ 出 席 ） 
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農 林 建 設 課 長     中 村  学 
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会 計 管 理 者     星 野 照 子 
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事 務 局 長     大 竹 篤 保 

 
主 任     狩  野  真 里 恵 
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議長（萩原正信君） ただいまから、令和６年第３回片品村議会定例会を開会します。 

 本日の会議を開きます。 

 

午前１０時００分  開会 

─────────────────────────────────── 
日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

議長（萩原正信君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、１番 小林政彦君及び２番 

小柳紀一君を指名します。 

─────────────────────────────────── 
日程第２ 会期の決定 

 

議長（萩原正信君） 日程第２、会期の決定の件を議題にします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から９月１３日までの９日間にしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（萩原正信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日から９月１３日までの９日間に決定しました。 

─────────────────────────────────── 

日程第３ 議員派遣 

 
議長（萩原正信君） 日程第３、議員派遣の件を議題とします。 
 お諮りします。 

 議員派遣の件については、会議規則第１２９条の規定により、お手元に配付の議員派遣

書のとおり派遣することにしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（萩原正信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の件は、議員派遣書のとおり派遣することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 ただいま決定された議員派遣の内容に今後変更を要するときは、その取扱いを議長に一

任願いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（萩原正信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の内容に今後変更を要するときは、その取扱いを議長に一任する

ことに決定しました。 

─────────────────────────────────── 
日程第４ 議案第４１号 花の駅片品の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

            について 

 

議長（萩原正信君） 日程第４、議案第４１号 花の駅片品の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 梅澤志洋君。 

 

村長（梅澤志洋君） 議長。 

 

議長（萩原正信君） 村長。 

（村長 梅澤志洋君登壇） 

 

村長（梅澤志洋君） 村長。 

 議案第４１号 花の駅片品の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について、

提案の説明を申し上げます。 

 今回の条例改正は、近年の燃油価格高騰により重油代金及び電気料金等が前年度と比較

し大幅に増加しており、経費削減を強化しても影響は避けられず、今後の運営について検

討し、総合的に判断した結果、入館料の値上げをせざるを得ないため、条例の一部改正を

お願いするものでございます。 

 附則につきましては施行期日を定めるもので、令和６年１０月１日から施行するもので

ございます。 

 ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

議長（萩原正信君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（萩原正信君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
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（発言する者なし） 

 

議長（萩原正信君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 

（発言する者なし） 

 

議長（萩原正信君） これで討論を終わります。 

 これから、議案第４１号 花の駅片品の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（萩原正信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４１号 花の駅片品の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例については、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 
日程第５ 議案第４２号 片品村営スノーパル・オグナほたか施設利用料徴収条例の一部 

            を改正する条例について 

 

議長（萩原正信君） 日程第５、議案第４２号 片品村営スノーパル・オグナほたか施設

利用料徴収条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 梅澤志洋君。 

 

村長（梅澤志洋君） 議長。 

 

議長（萩原正信君） 村長。 

（村長 梅澤志洋君登壇） 

 

村長（梅澤志洋君） 村長。 

 議案第４２号 片品村営スノーパル・オグナほたか施設利用料徴収条例の一部を改正す

る条例について、提案の説明を申し上げます。 

 今回の条例改正は、昨年に引き続き、電気料金の値上げや物価高騰、最低賃金の引上げ

により、経費節減を強化しても影響は避けられず、今後運営を維持していく上で、リフト

料金の値上げをせざるを得ないため、条例の一部改正をお願いするものでございます。 

 附則につきましては施行期日を定めるもので、公布の日から施行するものでございます。 

 ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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議長（萩原正信君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（萩原正信君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

（発言する者なし） 

 

議長（萩原正信君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 

（発言する者なし） 

 

議長（萩原正信君） これで討論を終わります。 

 これから、議案第４２号 片品村営スノーパル・オグナほたか施設利用料徴収条例の一

部を改正する条例についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（萩原正信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４２号 片品村営スノーパル・オグナほたか施設利用料徴収条例の

一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 
日程第 ６ 認定第１号 令和５年度片品村一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ７ 認定第２号 令和５年度片品村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

日程第 ８ 認定第３号 令和５年度片品村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

日程第 ９ 認定第４号 令和５年度片品村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

日程第１０ 認定第５号 令和５年度片品村下水道事業等特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

日程第１１ 認定第６号 令和５年度片品村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

 



－9－ 

議長（萩原正信君） 日程第６、認定第１号 令和５年度片品村一般会計歳入歳出決算の

認定についてから、日程第１１、認定第６号 令和５年度片品村後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算の認定についてまでの以上６件を一括議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 梅澤志洋君。 

 

村長（梅澤志洋君） 議長。 

 

議長（萩原正信君） 村長。 

（村長 梅澤志洋君登壇） 

 

村長（梅澤志洋君） 村長。 

 認定第１号から認定第６号までの令和５年度片品村一般会計及び特別会計の決算につい

て、提案の説明を申し上げます。 

 認定第１号 令和５年度片品村一般会計歳入歳出決算の認定について、提案の説明を申

し上げます。 

 歳入総額４７億５２９万１，３３９円、歳出総額４２億５，６０７万８０円、差引残額

４億４，９２２万１，２５９円について、決算の認定をお願いするものでございます。 

 歳入の主なものにつきましては、村税６億６，５８５万５４７円で全体の１４．２％、

地方交付税２３億９４１万１，０００円、４９．１％、国庫支出金３億４，０００万２，

３９７円、７．２％、県支出金１億８，９６０万１，２２４円、４．０％、繰入金１億４，

５５９万６，３２８円、３．１％、繰越金１億８，５４９万９，０１８円、３．９％、村

債２億７，５２０万円、５．８％であります。 

 歳出の主なものにつきましては、生活支援対策事業１億９，５６９万１，４７１円、橋

梁整備費が明許繰越分を合わせて１億９，７６１万８００円、観光振興事業９，７７４万

２，５７４円、特別会計の繰出金２億８，３７９万６，１１１円、利根東部衛生施設組合

負担金１億１，０５０万円、利根沼田広域市町村圏振興整備組合負担金１億９，０７５万

２，０００円、地方債の償還金が元金と利子合わせて５億４，５６６万１，６００円であ

ります。 

 また、令和５年度末の地方債借入残高は４２億１，７８３万４，４２４円で、前年度に

比べ２億６，２９７万１，７３２円の減であります。 

 歳入歳出差引残額から翌年度へ繰り越すべき財源として、繰越明許費２，３７８万７，

０００円と財政調整基金への積立て２億２，０００万円を差し引いた額２億５４３万４，

２５９円は、令和６年度へ繰越しをさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議の上、ご認定ください

ますようよろしくお願い申し上げます。 

 認定第２号 令和５年度片品村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、提
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案の説明を申し上げます。 

 歳入総額６億９，５４１万１，６６０円、歳出総額６億５，３０８万８，５５７円、差

引残額４，２３２万３，１０３円について、決算の認定をお願いするものでございます。 

 歳入の主なものにつきましては、国民健康保険税１億４，８２７万７，９０１円で全体

の２１．３％、県支出金４億６，４４６万２，９０２円、６６．８％、繰入金６，９７７

万８，０００円、１０．０％であります。 

 歳出の主なものにつきましては、保険給付費４億３，６０６万２，５５４円で全体の６

６．８％、国民健康保険事業納付金１億８，７７０万９，５８８円、２８．７％、保健事

業費１，４３７万１，００５円、２．２％であります。 

 歳入歳出差引残額から国民健康保険基金への積立て２，２００万円を差し引いた額２，

０３２万３，１０３円は、令和６年度へ繰越しをさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議の上、ご認定ください

ますようお願い申し上げます。 

 認定第３号 令和５年度片品村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、提

案の説明を申し上げます。 

 歳入総額８，５６２万６，７５１円、歳出総額８，４１８万５，８０７円、差引残額１

４４万９４４円について、決算の認定をお願いするものでございます。 

 歳入の主なものにつきましては、使用料及び手数料５，０２５万５，０００円で全体の

５８．７％、繰入金２，９６０万９，０００円で３４．６％であります。 

 歳出につきましては、総務費２，６６６万２，３７８円で全体の３１．７％、施設費３，

８７７万３，３４６円で４６．１％、公債費１，８７５万８３円で２２．３％であります。 

 また、令和５年度末現在の地方債借入残額は１億９，９６１万３，１７２円となってい

ます。 

 歳入歳出差引残額は１４４万９４４円になりますが、令和６年度から片品村簡易水道事

業について地方公営企業法が適用されたことに伴い、残額を公営企業会計へ引き継がせて

いただきます。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議の上、ご認定ください

ますようよろしくお願い申し上げます。 

 認定第４号 令和５年度片品村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、提案の

説明を申し上げます。 

 歳入総額６億７，６２６万７，６６４円、歳出総額６億４，６０２万２，３９５円、差

引残額３，０２４万５，２６９円について、決算の認定をお願いするものでございます。 

 歳入の主なものにつきましては、保険料１億２，３３２万４，０００円で全体の１８．

２％、国庫支出金１億６，９６４万５，０４８円、２５．１％、支払基金交付金１億６，

６０８万８４６円、２４．６％、県支出金９，７３５万４，３１１円、１４．４％、繰入

金１億５０３万６，６００円、１５．５％であります。 

 歳出の主なものにつきましては、保険給付費５億８，３１６万４，１７２円で、全体の
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９０．３％であります。 

 歳入歳出差引残額から介護給付費準備基金への積立て１，６００万円を差し引いた額１，

４２４万５，２６９円は、令和６年度へ繰越しをさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議の上、ご認定ください

ますようお願いします。 

 認定第５号 令和５年度片品村下水道事業等特別会計歳入歳出決算の認定について、提

案の説明を申し上げます。 

 歳入総額３億３７４万２，９０６円、歳出総額２億９，０８１万５，６４２円、差引残

額１，２９２万７，２６４円について、決算の認定をお願いするものでございます。 

 歳入の主なものにつきましては、国庫支出金１億２１万５，０００円で全体の３３．

０％、繰入金１億２７５万７，０００円、３３．８％、村債６，７００万円、２２．１％

であります。 

 歳出につきましては、総務費３，９４３万５，６３１円で全体の１３．６％、建設費１

億９，８５８万４，２７６円、６８．３％、公債費３，０１１万３，４９９円で１０．

４％であります。 

 また、令和５年度末現在の地方債借入残額は、４億８，４２５万４，３６９円となって

います。 

 歳入歳出差引残額の１，２９２万７，２６４円を、地方公営企業法が適用されたことに

伴い、同法の規定による特別会計引継ぎをさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議の上、ご認定ください

ますようお願いします。 

 認定６号 令和５年度片品村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、提

案の説明を申し上げます。 

 歳入総額６，７０３万７，１６２円、歳出総額６，６５２万２０２円、差引残額５１万

６，９６０円について、決算の認定をお願いするものでございます。 

 歳入の主なものにつきましては、後期高齢者医療保険料３，９８０万２，６００円で全

体の５９．４％、繰入金２，３６４万７，８４４円、３５．３％であります。 

 歳出の主なものにつきましては、総務費５９３万７，２４２円で全体の８．９％、後期

高齢者医療広域連合納付金６，０４６万８，２６４円、９０．９％であります。 

 歳入歳出差引残額の５１万６，９６０円は、令和６年度へ繰越しをさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議の上、ご認定ください

ますようよろしくお願い申し上げます。 

 

議長（萩原正信君） 提案理由の説明が終わりました。 

 この決算については、監査委員の審査が行われております。 

 ここで、決算審査結果の報告を求めます。 

 代表監査委員 千明道太君。 
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代表監査委員（千明道太君） はい、代表監査委員。 

 

議長（萩原正信君） 代表監査委員。 

（代表監査委員 千明道太君登壇） 

 

代表監査委員（千明道太君） 命によりまして、決算審査の報告をさせていただきます。 

 なお、お手元に配付してあります意見書に基づいて、一般会計と５つの特別会計決算の

審査報告を申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、去る令和６年８月２２日、役場２階第５会

議室において、星野監査委員と２人で、令和５年度一般会計及び５つの特別会計の歳入歳

出決算並びに関係諸帳簿の書類を審査いたしました。 

 その意見については、次のとおりであります。 

 審査の結果といたしまして、各会計とも予算額、執行命令、収入支出額、出納関係帳票

及び関係書類等照査の上、審査を実施いたしました。審査に当たっては、決算は的確であ

るか、計数に誤りはないか、予算の執行は計画的にかつ効率的に行われているか、財政運

営は健全か、事業の成果は上がっているかなどについて審査を行いました。 

 その結果、計数は正確であり、帳簿類はよく整理され、適切な事務処理と適正で健全な

運営がなされ、事業の成果も上がっているものと認定いたしました。 

 次に、各会計の総括について申し上げます。 

 なお、意見書に記載してあります収支決算額等の朗読は省略させていただきます。 

 まず、一般会計についてですが、歳入歳出差引額は４億４，９２２万１，２５９円で、

翌年度へ繰り越すべき財源が２，３７８万７，０００円であるため、実質収支額は４億２，

５４３万４，２５９円でさらに基金繰入れを２億２，０００万円行っているため、翌年度

への繰越額は２億５４３万４，２５９円となりました。 

 予算額のうち、花咲地区ギャップフィラー施設更新工事のほか計９件の事業について、

総額１億３，８２１万円が翌年度に繰越しされました。 

 村税の収入については６億６，５８５万５４７円で、昨年より２６６万６，２２２円の

増収となっています。 

 村民税が１，４０６万５，５７７円の増収でありましたが、固定資産税が１，０７１万

８，３１７円の減収、軽自動車税が３７万９，６００円の減収、村たばこ税が５１万１，

４３８円の減収となっています。 

 地方交付税については２３億９４３万１，０００円で、昨年度より２１１万８，０００

円の減収となっており、歳入総額の４９．１％を占めています。 

 国庫支出金については３億４，０００万２，３９７円で、８９３万５９９円の増収でし

た。 

 県支出金については１億８，９６０万１，２２４円で、２，５２０万１，９０８円の減
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収となりました。 

 村債として２億７，５２０万円を借り入れ、細工屋橋橋梁長寿命化対策工事、県営牛の

平地区水利施設保全高度化事業、村道の舗装維持修繕工事、武尊牧場キャンプ場グランピ

ング施設整備工事などのハード事業のほか、スクールバス管理運営などのソフト事業にも

充当されています。 

 当年度は、尾瀬の郷づくり財団基金や、森林環境譲与税基金からの繰入金が多かったこ

とや、おぜだっペイのチャージ代金として諸収入が増えたことにより、歳入が増加してい

ます。 

 なお、令和５年度末の村債未償還金元金現在高は４２億１，７８３万４，４２４円であ

り、３月末の基金現在高は３１億８，０３３万２，９８２円となっています。 

 次に、財政の推移でありますが、３ケ年の状況を表にして記載してありますので、参考

にしていただきたいと思います。 

 財政運営の状況ですが、事務事業の見直しや経費の削減などに取り組まれ、堅実な運営

が執行されています。 

 村税の収入については、収入済額では前年度より２６６万６，２２２円の増収となって

います。収納率は８３．２％であり、前年度より０．５ポイントの減となっており、収入

未済額は１億３，４２９万６，１５４円と、前年度より５８９万５，３６４円の増となっ

ています。 

 なお、村税収納率調べを載せておきましたので、ご覧ください。 

 また、引き続き早期の滞納整理など適切な処理を行い、自主財源の確保に努めることを

切望いたします。 

 厳しい財政状況の中、また限られた予算の範囲で、継続事業や住民生活に密着した事業

に加え、コロナ禍後の観光事業を見据えた施設整備事業や、物価高などによる厳しい住民

生活の状況に対して、主におぜだっペイを利用した生活支援対策事業が行われております。

今後も効率的で実効性のある予算執行に留意し、健全な財政運営の維持に努めてください。 

 次に、特別会計についての意見を申し上げます。 

 最初に、国民健康保険特別会計でありますが、差引額４，２３２万３，１０３円で、基

金繰入れを２，２００万円行ったため、２，０３２万３，１０３円が翌年度への繰越額で

あり、基金の決算年度末現在高は１億３，１４３万２，０７４円であります。 

 国保税の収納率は８１．８％であり、前年度より０．４ポイント低くなっていますが、

引き続き滞納整理等を積極的に行い、自主財源の確保に向け、さらに努力をお願いします。 

 なお、療養諸費に対する１人当たりの保険者負担分は２７万６，１７４円で、前年度よ

り９，７７２円増加しています。 

 国民健康保険事業は、医療行政の重要な役割を果たしていますが、被保険者の高齢化や

医療の高度化、医薬品の高額化等による医療費の増大などにより、非常に厳しい運営が予

想されています。国保会計の健全な運営のためには、被保険者の健康維持推進を図ること

も重要な要素でありますが、片品村が行っている総合健診の受診率向上や健康指導部門と



－14－ 

の連携等を図り、健康寿命を延ばすことを目指して、関係各位とのご尽力をお願いします。 

 次に、簡易水道事業特別会計です。 

 差引額は１４４万９４４円が翌年度への繰越額であり、基金の決算年度末現在高は４，

６２０万円であります。 

 なお、水道料の徴収率は６１．２％であり、前年度より８ポイント低くなっていますが、

これからも堅実な運営を図るため、未収金の解消に特に努力をお願いします。 

 次に、介護保険特別会計です。 

 差引額が３，０２４万５，２６９円で、基金繰入れを１，６００万円行ったため、翌年

度への繰越額は１，４２４万５，２６９円で、基金の決算年度末現在高は１億８，０４２

万７，００３円であります。 

 高齢化がさらに進む中、引き続き高齢者に対する介護の問題が大きな課題となっていま

す。要介護・要支援の認定は増加傾向にあり、今後も介護予防事業や医療と介護の連携を

強化、切れ目のない対応ができるよう本会計の安定化を図り、高齢者が住み慣れた地域で

自分らしく人生を全うできるよう、介護サービスの充実に努めていただきたいと思います。 

 次に、下水道事業等特別会計です。 

 差引額１，２９２万７，２６４円が翌年度への繰越額であります。 

 下水道事業会計の健全な運営には、下水道への加入推進を図り、使用料収入の増収が必

要不可欠です。加入率は６５．９％で、前年と変わってもいませんが、さらなる上積みに

向けて、適切な対応をお願いするものであります。 

 住民の生活環境の向上や、村の自然環境保全、河川の水質保全の立場から、下水道事業

区域以外の整備計画も同時に進め、村全体の整備が進むことを望みます。 

 次に、後期高齢者医療特別会計です。 

 差引額５１万６，９６０円が翌年度への繰越額であります。 

 令和６年３月末現在の被保険者は８８８人で、被保険者の適切な医療確保を図るため、

引き続き迅速かつ適正な各種医療給付の実施に努め、健康の保持増進を図るための保健事

業を実施してください。 

 なお、令和４年度及び令和５年度における５特別会計への一般会計からの繰入金の状況

を記載しておきましたので、参考としてください。 

 最後に、結論といたしまして、一般会計及び特別会計の決算は正しく、証拠書類もよく

整理されて、会計経理は適正であり、おおむね良好と認めます。 

 財政については、令和５年度片品村健全化判断比率について、決算審査後審査を行い、

片品村のそれぞれの比率については早期健全化基準に該当せず、良好な比率となっている

ため、健全な財政であると言えます。 

 また、自主財源の乏しい厳しい財政状況の中ではありますが、村道の改良や維持補修、

県営牛の平地区水利施設保全高度化事業など、村づくりの基本となる事業の推進を図ると

ともに、子どもから高齢者までの福祉事業や総合健診、予防接種等の保健衛生事業、厳し

い住民生活の状況に対して生活支援対策事業を行うなど、村民に密着した事業が実施され
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たことは、村民の生活や福祉の向上に貢献したものと考えます。 

 歳入における村税・公共料金などの収入未済額の処理は、所管課により適切に対処して

いただいているところではありますが、村税や公共料金などの収入未済については、負担

の公平性に対する重要性を認識し、滞納の解消に向けた積極的な取組について、さらに努

力をしてください。 

 村当局として毅然とした厳しい対処により、村民間の公平と財源の確保に努めることが、

今後ますます厳しさを増すと予想される財政運営の上からも強く望まれます。 

 観光事業については、オグナほたかスキー場が年末年始の雪不足により非常に厳しいシ

ーズンとなったものの、道の駅尾瀬かたしなをはじめ、花咲の湯、新しくグランピング施

設が加わった武尊牧場キャンプ場など、コロナ禍後の観光事業に支えられ、良好な成果が

見られたと言えます。 

 今後も指定管理者をはじめとする関係各位と連携や協議を密にしていただき、常に新し

い取組を行うのも、引き続き努力をお願いします。 

 地方分権と行財政改革、人口減少及び少子高齢化への対応や住民福祉の拡充など、様々

な行政課題が山積する中でありますが、住民のニーズを速やかに把握するとともに、計画

的かつ効率的な行財政の運営と安定した事業計画の立案を心がけ、住民福祉の向上や明る

く活気ある村づくりのため、施策を望むものであります。 

 また、生活必需品の価格高騰などに住民生活は厳しさを増していますが、役場職員個々

の資質向上を図り、この厳しい時代だからこそ、住民の期待に応える行政執行がなされる

よう一層の努力を希望します。 

 本決算処理完結のため、事務執行にご尽力された各位に深く敬意を表し、報告といたし

ます。 

 

議長（萩原正信君） 監査委員の報告が終わりましたので、これから報告についての質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（萩原正信君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 認定第１号から認定第６号までの質疑以降については、後日の本会議において審議しま

す。 

 

─────────────────────────────────── 
日程第１２ 報告第７号 専決処分の報告について 

 

議長（萩原正信君） 日程第１２、報告第７号 専決処分の報告についてを議題とします。 
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 本件について、提出者の説明を求めます。 

 村長 梅澤志洋君。 

 

村長（梅澤志洋君） 議長。 

 

議長（萩原正信君） 村長。 

（村長 梅澤志洋君登壇） 

 

村長（梅澤志洋君） 村長。 

 報告第７号 専決処分の報告について、説明を申し上げます。 

 本報告については、令和５年９月１５日に契約締結をしました令和５年度下小川橋補修

工事の工事変更請負契約締結について、報告するものでございます。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議の上、よろしくお願い

申し上げます。 

 

議長（萩原正信君） なお、詳細の説明を求めます。 

 農林建設課長、中村学君。 

 

農林建設課長（中村 学君） 農林建設課長。 

     （詳細説明） 

 

議長（萩原正信君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（萩原正信君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 以上で報告を終わります。 

─────────────────────────────────── 
日程第１３ 報告第８号 財政の健全化判断比率等について 

 

議長（萩原正信君） 日程第１３、報告第８号 財政の健全化判断比率等についてを議題

とします。 

 本件について、提出者の説明を求めます。 

 村長 梅澤志洋君。 

 

村長（梅澤志洋君） 議長。 
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議長（萩原正信君） 村長。 

（村長 梅澤志洋君登壇） 

 

村長（梅澤志洋君） 村長。 

 報告第８号 財政の健全化判断比率等について、提案の説明を申し上げます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、関係書類を提出し、報告するもの

でございます。 

 まず、健全化判断比率の状況ですが、一般会計の実質赤字比率及び特別会計を含めた連

結実質赤字比率につきましては、赤字がないため比率は算出されませんでした。 

 実質公債費比率につきましては５．７％でした。 

 将来負担比率につきましては算出されませんでした。 

 次に、公営企業会計の資金不足比率の状況ですが、全ての会計に資金不足はありません

でしたので、資金不足比率は算出されませんでした。 

 今回提出した関係書類につきましては、令和６年８月２２日に片品村監査委員による審

査を受け、内容の認定をいただいたことを申し添え、ご報告といたします。 

 

議長（萩原正信君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 
議長（萩原正信君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 以上で報告を終わります。 

─────────────────────────────────── 
日程第１４ 報告第９号 片品村振興公社株式会社の経営状況の報告について 

 

議長（萩原正信君） 日程第１４、報告第９号 片品村振興公社株式会社の経営状況の報

告についてを議題とします。 

 本件について、提出者の説明を求めます。 

 村長 梅澤志洋君。 

 

村長（梅澤志洋君） 議長。 

 

議長（萩原正信君） 村長。 

（村長 梅澤志洋君登壇） 
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村長（梅澤志洋君） 村長。 

 報告第９号 片品村振興公社株式会社の経営状況に関する書類の提出について、ご報告

申し上げます。 

 地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、法人の経営状況等に関する関係書類を

提出し、ご報告申し上げるものでございます。 

 今回提出した関係書類につきましては、令和６年６月２４日開催の監査役監査において

承認をいただいておりますことを申し添え、ご報告といたします。 

 

議長（萩原正信君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 
議長（萩原正信君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 以上で報告を終わります。 

─────────────────────────────────── 
日程第１５ 議案第４３号 令和６年度片品村一般会計補正予算（第２号）について 

日程第１６ 議案第４４号 令和６年度片品村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

             について 

日程第１７ 議案第４５号 令和６年度片品村介護保険特別会計補正予算（第１号）につ 

             いて 

日程第１８ 議案第４６号 令和６年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号） 

             について 

日程第１９ 議案第４７号 令和６年度片品村下水道事業会計補正予算（第１号）につい 

             て 

 

議長（萩原正信君） 日程第１５、議案第４３号 令和６年度片品村一般会計補正予算

（第２号）についてから、日程第１９、議案第４７号 令和６年度片品村下水道事業会計

補正予算（第１号）についてまでの以上５件を一括議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 梅澤志洋君。 

 

村長（梅澤志洋君） 議長。 

 

議長（萩原正信君） 村長。 

（村長 梅澤志洋君登壇） 



－19－ 

 

村長（梅澤志洋君） 村長。 

 議案第４３号から議案第４７号までの令和６年度片品村一般会計、各特別会計及び下水

道事業会計の補正予算について、提案の説明を申し上げます。 

 議案第４３号 令和６年度片品村一般会計補正予算（第２号）について提案の説明を申

し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億２，０７６万５，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４６億１，４０１万９，０００円にお願いするも

のでございます。 

 歳入の主なものにつきましては、地方交付税、国庫支出金、繰越金、諸収入等の増額及

び使用料及び手数料の減額であります。 

 歳出につきましては、総務費、民生費、農林水産業費、教育費等の増額及び商工費の減

額であります。おぜだっペイキャンペーン事業定額減税補足給付事業のほか、児童手当法

の一部改正に伴う手当の増額に対応する児童手当支給事業等が主なものであります。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議のほど、よろしくお願

い申し上げます。 

 議案第４４号 令和６年度片品村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、

提案の説明を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７９６万７，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億３，５１３万９，０００円にお願いするものでござ

います。 

 歳入につきましては、国庫支出金、繰入金、繰越金及び諸収入の増額であります。 

 歳出につきましては、総務費、保険給付費及び諸支出金の増額であります。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議のほど、よろしくお願

い申し上げます。 

 議案第４５号 令和６年度片品村介護保険特別会計補正予算（第１号）について、提案

の説明を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，７０３万５，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億１，３８３万５，０００円にお願いするもので

ございます。 

 歳入の主なものにつきましては、繰入金及び繰越金の増額であります。 

 歳出につきましては、保険給付費及び諸支出金の増額であります。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議のほど、よろしくお願

い申し上げます。 

 議案第４６号 令和６年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、

提案の説明を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２０９万１，０００円を追加し、歳入歳
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出予算の総額を歳入歳出それぞれ７，７６９万１，０００円にお願いするものでございま

す。 

 歳入の主なものにつきましては、後期高齢者医療保険料の増額であります。 

 歳出の主なものにつきましては、後期高齢者医療広域連合納付金の増額であります。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議のほど、よろしくお願

い申し上げます。 

 議案第４７号 令和６年度片品村下水道事業会計補正予算（第１号）について、提案の

説明を申し上げます。 

 収益的支出として、職員人件費に関わる手当及び特別損失として６３万４，０００円を

計上するものです。 

 なお、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議のほど、よろしくお願

い申し上げます。 

 

議長（萩原正信君） 議案第４３号から議案第４７号までの質疑以降については、後日の

本会議において審議します。 

─────────────────────────────────── 
議長（萩原正信君） お諮りいたします。 

 本日の会議は、これで延会したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（萩原正信君） 異議なしと認めます。 

 本日は、これで延会することに決定しました。 

 本日はこれで延会します。 

 

午前１０時５２分  延会 
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